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第67回大気環境学会年会のお知らせ（第5報）

第67回大気環境学会年会および併設の環境機器展を下記のとおり開催いたします。多数の会員のご参加をお待ちしており
ます。

会期： 2026年9月16日（水）～18日（金）
会場：東洋大学川越キャンパス（埼玉県川越市鯨井2100）
年会ウェブサイト： https://sites.google.com/view/jsae67toyo-cess/

【注意点】
・年会参加登録、発表申込み金の支払い、ならびに意見交換会への参加登録にはPeatixを利用します。詳細は年会ウェブサイ
トをご覧ください。Peatixへのアクセスには以下QRコードも利用可能です。
年会参加用
・年会への参加登録
・同参加費・発表申込み金の支払い

意見交換会参加用
・意見交換会への参加登録
・同参加費の支払い

・年会当日の会場での現金支払いは今年も受け付けません。
・早期払込（期限： 8月7日）をご利用いただきますと参加費に割引料金が適用されます。
・参加費にはプログラム集（冊子体）および講演要旨集（PDF）代が含まれます。事前参加登録者には年会ウェブサイトから

PDFファイルをダウンロードできるようにします。
・法人会員Bおよび賛助会員には年会後に要旨集PDFデータのパスワードを送付します。
・年会開催前に発行される学会誌にプログラムを掲載します。
・参加申込みには会員番号が必要です。事前にご確認をお願いします。
・前回に続き今回も「保育支援」を実施いたします。詳細は本稿5章をご覧ください。
・会場には駐車スペースがございませんので、公共交通機関でのご参加をお願いいたします。会場へのアクセスにつきまして
は、年会ウェブサイトおよび続報をご確認ください。
・対面開催を予定しておりますが、天災地変、その他の不可抗力の事由により、年会の開催中止、延期、あるいは開催方法の
変更もあり得ます。これらの場合には年会ウェブサイト等を通じて詳細をご連絡いたします。

1.　プログラム概要（予定）
日程 午前 午後 夕方

9月16日（水） 口頭発表 ポスター発表、特別集会 分科会
9月17日（木） 口頭発表、ポスター発表、特別集会 総会、受賞記念講演、年会シンポジウム 意見交換会
9月18日（金） 口頭発表 口頭発表、公開シンポジウム
会期中は全日、環境機器展を開催します。様々な最新機器が展示されますので情報収集などの機会としてご参加ください。
関連の技術セミナー（弁当付き、定員あり）も予定しています。
学生・若手研究者優秀発表賞の選考は9月17日の午前（口頭発表）と午後（ポスター発表）に行います。
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2.　年会参加登録
2. 1　年会参加登録方法
年会ウェブサイトから、各種フォームを利用しての参加登
録となります。詳細は年会ウェブサイト「参加登録」をご参
照ください。

2. 2　年会参加費および早期払込割引（期限： 8月7日（金））
できるだけ早期払込（期限： 8月7日）をお願いします。期
限以降は通常料金となりますのでご注意ください。また、参
加費にはプログラム集（冊子体）および講演要旨集（PDF）代
が含まれています。年会ウェブサイトの案内に従って、クレ
ジットカードなどでお支払いください。払込み後の返金はで
きません。
参加区分 参加費 意見交換会費♯

　 早期払込 8月8日 
以降 早期払込 8月8日 

以降
正会員 7,500円 10,000円 10,000円 12,000円
賛助会員 7,500円/人 10,000円/人 10,000円 12,000円
法人会員B 7,500円/人 10,000円/人 10,000円 12,000円
学生会員 3,500円 5,000円 5,000円 6,000円
法人会員A 10,000円 12,000円 10,000円 12,000円
名誉会員 招待 10,000円 12,000円
非会員 10,000円 12,000円 10,000円 12,000円
ジュニア
聴講生＊ － － 5,000円 6,000円

＃意見交換会は定員に達した段階で締め切らせていただき
ます。
・定員に達していない場合、当日の参加も可能です。ただ
し、会場受付にてPeatixを利用したクレジットカード払
いのみ受け付けます。現金は受け付けません。
・意見交換会の会場：ラ・ボア・ラクテ（JR・東武東上線
川越駅西口徒歩3分）
＊ジュニア聴講生は高校生と大学の学部学生が聴講のみで
参加可能な参加区分です。学年は問いません。身近な学
生にも幅広く呼びかけていただくことを期待します。た
だし、研究発表する場合には学生会員として入会し、学
生会員の参加費をお支払いください。

2. 3　講演要旨集（PDFファイル）について
参加登録者は、年会ウェブサイトより事前に講演要旨集の

PDFファイルを閲覧・ダウンロードできるようにします。

2. 4　プログラム集について
プログラム集（冊子体）は当日配布とし、事前送付はいた
しません。講演要旨集（冊子体）は事前にお申込みいただい
た購入希望者のみに配付します。講演要旨集（冊子体）の購
入をご希望の場合は、2.5をご参照ください。

2. 5　講演要旨集の販売
講演要旨集（冊子体）は1冊5,000円（送料込み）で承りま
す。年会ウェブサイトの案内に従い、Peatixを利用したクレ
ジットカード払いにてお支払いください。発送申込み期限ま

でにお申込みされた場合は、冊子体を発送いたします。発送
申込み期限は8月中旬、発送は9月上旬以降を予定しており
ますが、詳しくは年会ウェブサイトに掲載いたします。発送
申込み期限後、または会場でお申込みされた場合は、会場で
のお渡しになります。ただし、当日会場受付におけるお申込
みであってもPeatixを利用したクレジットカード払いのみと
なり、現金によるお支払いは受け付けません。
講演要旨集（冊子体）にはPDFデータは付属しておりませ

ん。また、年会に参加されずにPDF版の講演要旨集の購入
を希望される方も、年会ウェブサイトの案内に従ってPeatix
よりお申込み・お支払いください。

2. 6　個人情報の取り扱いについて
参加登録者から取得した個人情報は、年会の運営に係わる
適正な利用範囲（事務局からの問い合わせ、補助金申請のた
めの名簿作成等）に限り使用し、その他の用途でご本人の同
意なく第三者に提供することはありません。

3.　一般研究発表の申込み
3. 1　発表申込み金
発表申込み金（演題1題につき3,000円）を年会参加費とと

もにPeatixを利用したクレジットカード払いにてお支払いく
ださい。なお、特別集会および分科会の発表申込み金は不要
です。できるだけ早期払込の期限である8月7日（金）まで
に、払込みをお願いします。なお、払込み後の返金はできま
せんので、ご了承ください。

3. 2　発表に関する注意事項
a. 口頭発表では、WindowsのMicrosoft PowerPointに

よるプレゼンテーションを予定しています。ソフト
ウェアのバージョンやポスターの掲示サイズなど、発
表方法の詳細は、年会ウェブサイトおよび続報でお知
らせします。

b. 会場での発表資料等の配付は、各人の責任で行ってく
ださい。

4.　 年会シンポジウム・特別集会・分科会等・公開シンポジ
ウム 

開始・終了時刻は特別集会・分科会ごとに異なる場合があ
ります。また、今後のプログラム作成の状況によって開催時
刻が前後する可能性があることもご了承願います。講演テー
マ等に変更が生じる可能性があります。なお、年会実行委員
会では、対面開催以外の開催サポートはいたしかねますの
で、ご了承願います。

4. 1　年会シンポジウム
日時： 9月17日（木）午後
テーマ：光化学オキシダントの環境基準改定およびPM2.5の
環境基準見直しの意義と課題の展望
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プログラム（仮）：
1.　 Ox環境基準改定の概要と経緯、PM2.5環境基準の見直し
について  
環境省水・大気環境局環境管理課

2.　 光化学オキシダント環境基準改定と現行PM2.5環境基準
設定における健康影響評価について  
新田　裕史（国立環境研究所名誉研究員）

3.　 日本の植物に対するオゾンの影響評価と光化学オキシ
ダントの環境基準の見直し  
伊豆田　猛（東京農工大学名誉教授）

4.　 OxおよびPM2.5の大気動態解明や対策の現状と課題  
坂本　和彦（埼玉大学名誉教授）

5.　 科学と政策の間の橋渡しのための「社会技術」―大気環
境基準の設定・改定を例に―  
岸本　充生（大阪大学）

4. 2　特別集会
日時： 9月16日（水）午後または17日（木）午前（調整中）
テーマ： EANET湿性・乾性沈着モニタリング̶東アジアに
おける25年間の変遷と現状、そして今後の展望̶
プログラム（仮）：
1.　 The Long-term Trend of Wet Deposition Observed at 

EANET Sites  
霍　銘群／Mingqun Huo（アジア大気汚染研究センター）

2.　 EANET観測に基づくS・N湿性沈着量の空間分布  
佐々木　博行（アジア大気汚染研究センター）

3.　 長期観測データが示す東アジアの降水化学特性  
二見　真理（アジア大気汚染研究センター）

4.　 EANETモニタリングデータによる乾性沈着量の長期評
価  
伴　聡美（日本環境衛生センター）

5.　 化学輸送モデルおよび機械学習の手法によるアジア域沈
着量推計のレビュー  
板橋　秀一（九州大学）

4. 3　分科会等
日時： 9月16日（水）午後
・健康影響分科会：環境中マイクロ・ナノプラスチックの実
態把握・標準化・生体影響評価に向けた取組
・臭気環境分科会：地方公共団体における悪臭問題への取
組、臭気測定法及びにおいの調査手法の紹介
・植物分科会：地域課題への取り組み : 植物影響を中心に
・大気環境モデリング分科会・気候変動研究会： SLCFの排
出量推計と動態・影響モデリングの最前線
・室内環境分科会：室内環境におけるマイクロプラスチッ
ク：曝露実態と健康影響に関する最新知見
・環境大気モニタリング分科会・全国環境研協議会：有害大
気汚染物質モニタリングの現状と今後の課題（仮）
・モビリティ環境分科会：自動車由来の大気汚染物質に関わ

る街路樹と沿道大気の相互作用
・酸性雨分科会：温故知新～これまでの酸性雨研究の歴史と
今後
・都市大気エアロゾル分科会：都市大気粒子の多様な成分に
関する研究例―路面粒子・有機窒素成分・非排気粒子―

4. 4　公開シンポジウム
日時： 9月18日（金）午後
テーマ：「大気環境未来60」シンポジウム̶次世代研究者が
担うこれからの大気環境研究（仮）
プログラム（仮）：
［はじめに］
・「大気環境未来60」事業の概要
近藤　明（「大気環境未来60」募金委員会前委員長）

［第1部　研究活動、国際交流の報告］
・大気環境学会における日中韓学術交流の歩み
 松田　和秀（東京農工大学）、櫻井　達也（明星大学）
・大気モデルに関する国際会議の開催(2023 International 

Conference on CMAS-Asia/Pacific)
 茶谷　聡（国立環境研究所）
・国際学会参加報告：大気汚染・気候変動と森林生態系の相
互作用研究の最前線

 田中　亮志（埼玉県環境科学国際センター）
・国際会議における研究発表とNH₃モニタリング拠点の構
築―

 徐　懋（九州大学）
・中国北部工業地域におけるロードダストの化学組成および
その特性に関する研究（仮）

 WANG Weiqian（日本環境衛生センター）
・アンコール遺跡とシェムリアップの大気環境監視に向けた
研究者育成支援

 大河内　博（早稲田大学）
・小中学生を対象とした大気環境に関する啓発活動の実施報
告

 二見　真理（アジア大気汚染研究センター）

［第2部　模擬講義］
・生活環境下におけるPM2.5の探究
 西村　弘（大阪府教育センター附属高等学校） 
・空気中で進む化学反応による大気汚染―光化学オキシダン
トとは―

 西村　理恵（大阪府立環境農林水産総合研究所）
・大気環境保全のあゆみと将来への展望
 森　淳子（大気環境総合センター）

［まとめ］
・次世代が切り拓く大気環境研究の未来
 島　正之（「大気環境未来60」募金委員会委員長）
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4. 5　参加資格（参加費の支払い）について
公開シンポジウムへの参加費の支払いは不要ですが、特別
集会・分科会等への参加には原則として年会参加費の支払い
が必要です。以下に簡潔に参加資格を示します。
・講演者（登壇者のみ）： 発表申込金と年会参加費は無料（た
だし、他の年会行事に参加する場合は参加費の支払いが必
要）
・聴講者：年会参加費の支払いが必要（分科会集会を全環研
と共催する場合は、全環研会員の参加費は事前登録するこ
とで無料）

5.　年会における保育支援のご案内
第67回大気環境学会年会では保育支援を実施します。保
育支援として、現地保育（東洋大学会場内保育室の設置）と
保育支援（外部施設など）を予定しております。保育支援の
利用方法は、年会ウェブサイトの「保育支援のご案内」にあ
る2026年度ガイドラインを参照してください。今後の保育
に関するお知らせは同ウェブサイト、メールニュースにて発
信します。

【今年度の保育支援の内容】 
1.　 会場内保育室の利用の補助支援（施設利用人数の制限お
よび保育士の配置などの事情がありますが、東洋大学会
場内に保育室を設置いたします。お早めに下記問い合わ
せ先までご相談ください）。

2.　 利用者が上記の1. 以外の既存保育施設を利用した場合
の、利用料に対する補助支援（利用保育施設の場所が学
会会場近隣でない場合や、学会参加のための延長保育
（早朝および夜間）、病児・病後児保育についても支援対
象とする。ただし、通常保育は適用外とする）。

3.　 利用者が年会参加のためにベビーシッターを利用した場
合の利用料に対する補助支援。

4.　 その他、年会実行委員会が認めた方法による支援。

上記、1.をご希望の場合は2026年7月24日（金）まで、そ
の他の支援をご希望の方は2026年8月28日（金）までに、年
会ウェブサイトに後日公開される「大気環境学会年会保育支
援利用登録フォーム」よりご申請ください。いずれの支援の
場合にも、お子様の体調不良などで急なキャンセルがありう
ることは承知していますので、ご安心ください。また、発表
時間については早朝や夕方を避けるなどの配慮が可能です。
希望される場合は、発表申込の際、「【発表形式・部門】―d. 
関連発表順序」の欄に、その旨をご記入ください。 なお、予
算には上限がありますので、希望されるすべての支援をお約
束できるものではありません。

〈お問い合わせ〉
第67回大気環境学会年会実行委員会　jsae67toyo.cess@
gmail.com
（件名に［JSAE67保育支援］とご記入ください）

6.　問い合わせ先など
年会に関する情報は、逐次「大気環境学会誌」の大気環境
学会ニュース欄でお知らせするとともに、最新情報は随時年
会ウェブサイトに掲載します。不明な点については下記まで
お問い合わせください。
【年会ウェブサイトアドレス】
https://sites.google.com/view/jsae67toyo-cess/
【第67回大気環境学会年会に関するお問い合わせ先】
第67回大気環境学会年会実行委員会
Email: jsae67toyo.cess@gmail.com
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◆◆◆◆◆◆◆大気環境学会ニュース◆◆◆◆◆◆◆

第67回大気環境学会年会「環境機器展」のご案内

公益社団法人大気環境学会では、2026年9月16日（水）から9月18日（金）の3日間、東洋大学川越キャンパスにて第67回
大気環境学会年会を開催いたします。例年通り、年会に併設して『環境機器展』を開催します。
協賛企業の最新機器の展示や技術・サービス等の紹介がありますので、情報交換の機会としてぜひご活用ください。機器展
会場には休憩スペースと無料ドリンクコーナーを用意する予定です。また、各機器展を巡ってスタンプを集めると景品がもら
えるスタンプラリーを開催する予定です。
会期中の昼休み時間帯には、協賛企業の製品やソフトウェア、サービス等を紹介する技術セミナーを開催します。技術セミ
ナー会場にはお弁当とお飲み物をご用意する予定ですので（数量限定）、是非ご参加ください。
環境機器展や技術セミナー、広告掲載を通じて協賛各社様から本年会の開催に多大なご支援をいただいております。環境機
器展や技術セミナーへの年会参加者の皆様の積極的なご参加をお待ちしております。また、前回の年会に続き、企業と学会員
とのマッチングや企業の出展内容検討を目的として、学会員の研究ニーズ情報を環境機器展に出展された企業様に提供する予
定です。学会員の皆様におかれましては、研究ニーズ情報収集アンケートへのご協力をいただき、誠にありがとうございまし
た。

【問合せ先】
第67回大気環境学会年会運営事務局（プライムインターナショナル内）
担　当：蓮池、島津
E-Mail： jsae67_sponsor@pco-prime.com
（件名に【JSAE67環境機器展】とご記入ください）
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